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＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。＊瓦のバリなどによりケガをするおそれがあります。

＊緊結不良により、瓦のズレ、落下のおそれがあります。＊緊結不良により、瓦のズレ、落下のおそれがあります。＊緊結不良により、瓦のズレ、落下のおそれがあります。＊緊結不良により、瓦のズレ、落下のおそれがあります。＊緊結不良により、瓦のズレ、落下のおそれがあります。＊緊結不良により、瓦のズレ、落下のおそれがあります。＊緊結不良により、瓦のズレ、落下のおそれがあります。

●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を●結束された瓦の取り扱い時には結束バンドの強度を

●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。●瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。

●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。●瓦は施工要領書通りに必ず緊結してください。

　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。　正しい作業を行ってください。

　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り　瓦の積み上げ、破材処理については、施工要領書通り

　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。　や足場を設置してください。

　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。　施工要領書通りに正しい作業を行ってください。

●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。●屋根面から器物が落下しないようにしてください。

●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット●屋根工事に際しては、必ず転落防止のための防護ネット

●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。●工事終了後、チェックリストにしたがって各部の点検を行い、異常のないことを確かめてください。

⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。⑤機械工具類の安全運転の確認をしてください。

１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意１．安全上のご注意

２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために２．安全作業のために



①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。①屋根上での瓦は一束以上は積み上げないでください。

②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして②屋根上で結束バンドを解くときは、カッターで結束バンドを切断し、包装紙・結束バンドが飛散しないようにして

　ください。　ください。　ください。　ください。　ください。　ください。　ください。

①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認①現場へ瓦を置くときは置き場所が水平かどうかを確認

  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。

②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。②瓦のパレット積み商品の重ね置きは禁止します。

③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ③瓦のバラ置きの場合は荷崩れしないようにしてくださ

  い。  い。  い。  い。  い。  い。  い。

④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。④瓦の建屋にもたせかけないでください。

⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお⑤瓦を運ぶときは、結束バンドを持たないで瓦自体をお

  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。  持ち下さい。

（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが（結束バンドの接着不良、劣化等により、結束バンドが

  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）  切れることがあります。）

①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って①瓦揚げの場合、瓦揚げ機、クレーン等で行って

  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。  ください。手渡し等は絶対にしないでください。

②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って②クレーン使用の場合は、必ず有資格者が行って

  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設  ください。屋根の上で水平となるような台を設

  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。  置してから作業してください。

③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み③瓦揚げ機の台車には瓦が落下しないような積み

  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。  方をしてください。

⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく⑤作業現場の状況に適した機械のかけ方をしてく

  ださい。  ださい。  ださい。  ださい。  ださい。  ださい。  ださい。

⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物⑥地上で作業する者は常に頭上に注意し、落下物

  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。  に対する身の処置を考えておいてください。

  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置  また屋根上で作業する者は、台車を止める位置

  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして  と合図を明確に指示し、上下の連絡を密にして

  ください。  ください。  ください。  ください。  ください。  ください。  ください。

⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。⑦瓦揚げ機の台車には絶対に乗らないでください。

①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、①墜落防止のために高所作業には足場、瓦揚げ機、

  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを  脚立等の設備を使って適当な広さの、手すりを

  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。  設けた作業床を設けてください。

②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。②墜落防止のため、防護ネットを設けてください。

安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）安全管理（高所作業の安全）

現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法現場での瓦の取扱方法

瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ瓦揚げ

梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方梱包の解き方

④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に④瓦揚げ機を使用の際には、瓦揚げ機の仕様書に

  従ってください。  従ってください。  従ってください。  従ってください。  従ってください。  従ってください。  従ってください。

２２２２２２２

３．安全作業３．安全作業３．安全作業３．安全作業３．安全作業３．安全作業３．安全作業



　てください。　てください。　てください。　てください。　てください。　てください。　てください。

①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに①工事終了後は、必ずゴミやクズなどをきれいに

  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。  掃除してください。

⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ⑥ハシゴをかける場合には、当木を使ってくださ

  い。  い。  い。  い。  い。  い。  い。

　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな　※重量物を設置する場合荷重が１点にかからな

　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし　施工後、施工事業者の方に次の点を十分にご注意いただくよう指示徹底をし

●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根●葺き上げた瓦屋根を完全な状態でお施主様に満足していただくために、屋根

⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破⑤アンテナ、温水器等の設置止め付け時は瓦の破

  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ  損、ずれが生じやすくなりますのでご注意くだ

  さい。  さい。  さい。  さい。  さい。  さい。  さい。

③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を③作業中、足場から屋根面へ跳び降りたり、物を

  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏  落としたりするとヒビ割れ、破損を生じ、雨漏

  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘  りなどクレームの原因となりますので注意指摘

  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。  してください。

　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意　※特にオーバーラップ部を踏まないように注意

④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど④壁面、その他モルタル塗り、リシン吹きつけなど

  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹  の吹付作業に際しては、屋根面のシート養生を徹

  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。  底するよう指示してください。

　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき　※瓦に付着したモルタル塗装の汚れは、補修でき

    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。    ませんのでご注意下さい。

    してください。    してください。    してください。    してください。    してください。    してください。    してください。

    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。    いようにしてください。

②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ②足場を組む場合は、屋根面に必ず養生板を敷くよ

  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。  うにしてください。

　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生　※屋根面を足場にして作業する場合は、必ず養生

    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。    板を敷きこんでください。

３３３３３３３

４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理４．施工後の保守・管理



４

製品仕様

５．製品の仕様・リスト

その流れ長さ

標準屋根勾配及びその流れ長さ

標準屋根勾配

全　　長 全　　幅

製品仕様

働き長さ

重　　量

梱包枚数

葺き枚数 約１２枚／㎡（約４０枚／坪）

勾　　配 ２.５寸勾配以上

働 き 幅

2.5/10 3.0/10 3.5/10 4.0/10 4.5/10 5.0/10 6.0/10防災フック

※

1100度以上の高温で焼き固められているので通常の火災時の加熱に対して、燃焼、変形、溶融、亀裂、有害なガスの発生はありません。

建築基準法　第２条９項に基づき国土交通省告示第1400号に瓦は不燃材料として定められています。

兼用袖

兼用袖 兼用角 兼用袖寸長

７寸丸

７寸丸 ７寸丸止メ大、小 ７寸丸三つ又 ７寸丸菱巴 右、左

右

左

７寸垂れ付丸

７寸垂れ付丸 ７寸垂れ付丸止メ大、小

※受注生産品 ※受注生産品

小大

大 小

製品リスト　瓦

（７寸丸隅棟止）
７寸丸カッポン

15ｍ 17ｍ 19ｍ 21ｍ 23ｍ 25ｍ 29ｍ

３４１㎜

２８０㎜ ３０３㎜

【注】これはイーグルマキシムEXを安心してお使い頂くための標準値です。

働
き

長
さ

 
2
8
0
m
m

働き幅　303mm

全  幅　341mm

３．４㎏／枚　（４０．１㎏／㎡）

３９６枚／パレット

イーグルマキシムEX桟瓦 マキシムEX雪止瓦

３５０㎜

全
 
 
長

　
3
5
0
m
m

イーグルマキシムEX桟瓦

（２８０mm～２９５㎜）

働き長さは280㎜が基準ですが280㎜～295㎜の範囲で調整可能です。

（
※

2
8
0
m
m
～

2
9
5
m
m
）



副資材

木材

雨押え・水切部材

軒先メタルＺ

　三角の瓦座の場合のみ使用
　瓦座の後に取り付け

　瓦座の形状に関係なく取付
　瓦座の前に取り付け107ﾟ

60

59

20
73

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

○マルスギ出荷材 □現地調達材

桟木 15×30以上

30

15

針葉樹類 防腐処理

35 水抜き溝

樹脂鼻桟　40×35

40

長さ 3ｍ
材質 発泡樹脂

笠木 15×90

90

針葉樹類

15

　　　　　　　　(針葉樹類)垂木 42×42

42

長さ 3m

42

#14× 50㎜

ステンレスリング釘
 （桟木用） （軒先用）

SUS304SUS304SUS304SUSXM7

軒先メタル（三角）
（軒先水切）

60
6

 （板金用）

#14×32㎜

SUS304

ステンレススクリュー釘

色 / 黒・茶・緑

#12×75㎜

ｾｰﾌﾃｨｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ釘

#12× 65㎜

耐風Ｌ釘 L-65

90

18

樹脂笠木 18×90

材質：発泡樹脂
長さ：３ｍ

調整式 棟金具
（棟モード）

60～100,80～120

SUS430

南蛮しっくい

ｽﾃﾝﾚｽﾌﾞﾛﾝｽﾞﾋﾞｽ（ ﾊﾟｯｷﾝ付）
 （役瓦用）

谷樋

長さ 1829㎜

壁止め板金　左
壁止め板金　右

図は左
ＧＬt=0.35

100

100

流れ壁捨水切

15
10

120

150

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

平行壁･流れ壁メタル

150

3018

100

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

（雨押えメタル）

長さ 1829㎜　ＧＬt=0.35

ケラバ捨水切

40 15

60

（本谷メタル）

150 150

20 20
15 15

 （桟瓦用）

５

※125mmは現地調達材

125㎜

100㎜

 75㎜

 65㎜

※他色可

以上○ □

○ □ ○ □

ｽﾃﾝﾚｽt=0.35　 ＧＬt=0.35以上

○ □ ○ □

○ □ □

□ □ □ □

□

○ □ ○ □ ○ □ ○ □

 □  □○ □ ○ □

ねじ部φ3.8-4.2mm

マキシムEX雪止金具



（流れ壁用シーラー）

副資材

○マルスギ出荷材 □現地調達材

長さ 2000㎜

　色：黒

縦桟用テープ

 □

 ○ □ ○ □ ○ □

 □

　　製品リスト記載の副資材等の部材は当社推奨品です。

　　瓦屋根標準設計・施工ガイドラインの仕様に準拠している部材は使用可能です。

雨押え・水切部材、木材、副資材について

EPDMシーラー15×15
（イーグルシーラー15×15）

EPDM段付シーラー

瓦１段分

5

420

30

5

軒先面戸

ペンキ
【取り扱いのご注意】
・ペンキはタレないように、必要箇
　所のみ塗布すること。
・局部処理用です。広い部分には使
　用しないこと。 (釉薬面とは違い
　補修用ペンキは経年変化により変
  色します。広い面積に使用すると
  違和感が生じます。）
・使用前に色が均一になるまで撹拌
　すること。(撹拌が不十分な場合､
　色違いの原因となる｡) ○

ホルマル被覆銅線

　　　又はステンレス線

 □
＃19以上

瓦用接着剤

換気棟　換太郎

 ○ ○ □

Ｉ型

Ｌ型

20

25
40

１巻　30ｍ

６

ハイロール

 ○ □
同等の性能を有する他製品可

長さ 910mm ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ

EPDMシーラー25×20
（イーグルシーラー25×20）

改質アスファルトルーフィング

瓦用接着剤

シリコン又は変成シリコン

長さ 2000㎜



兼用袖角

兼用袖角

兼用袖

７寸垂れ付丸止メ大

７寸垂れ付丸止メ小

兼用袖 兼用袖寸長桟瓦 雪止瓦

７寸垂れ付丸

１４頁

平行壁部

平部 軒先部 ケラバ部

流れ壁部

大棟部
１７,１８頁

１９,２０頁

谷部
２１頁

２３頁

１５頁 １６頁

２２頁

２２頁片流れ部

隅棟部

兼用袖寸長

■部位名称と掲載頁

■同質部材

７寸丸三ツ又

７寸丸止メ大

７寸丸止メ小

７寸丸菱巴右

７寸丸菱巴左

７寸丸

７

７寸丸カッポン



280

下地の施工

1　桁行と流れの地割寸法

■桁行の地割寸法

■流れの地割寸法

■すがるの地割寸法

※瓦の出60mmの場合

サイディング等の壁材が入る場合は壁材の厚みを考慮して下さい。

10 10 4242

42 42

42

鼻桟は鼻隠の位置を考慮し施工して下さい。

軒先瓦の出寸法は地域特性・周辺設置部材等を考慮し、現場打合せの上、決定してください。

※

※

※

※

※

８

202 303 303 303 101
303mm×α+20mm

登り淀（破風板）内々にて303mm×α+20mmで割り付けて下さい。

280

280

280

20

60

303の倍数＋20+84

303の倍数+20 303の倍数

28
0　
の
倍
数

働き長さは280㎜が基準ですが280㎜～295㎜の範囲で調整可能です。



2　ルーフィングの施工

■ルーフィングの貼り方

下屋部分

 流れ方向の重ね100mm以上

 桁行方向の重ね200mm以上

 棟部の重ね300mm以上

●　平部

●　壁際部

 300mm以上立ち上げて下さい。

●　軒先部

 軒先よりはみ出さないように注意し、先端まで貼って下さい。

●　ケラバ部

 登淀の上面を巻くように貼って下さい。

●　谷部・隅棟・陸棟

 谷部は、捨てルーフィングの上から二重にして下さい。

 隅棟、陸棟は、二重になるように貼って下さい。

野地板

壁下地

10
0m
m以

上

3
00

mm
以

上

200mm以
上

30
0m
m以

上

300mm以
上

ルーフィング

９

　改質アスファルトルーフィングを桁行方向に平行に貼って下さい。



3　瓦の割付手順

隅棟芯

最上位

隅棟芯

１段目

4. 墨打ちの一段目と最上段の交点を結んで

   隅芯で交わるように墨打ちして下さい。    隅棟の芯をだして下さい。

A

注）一面ずつ割付図より引き当てないこと。
（面によって段違いにならないようにする為）

瓦桟 墨出し線

5. キズリをホッチキスで取り付けて下さい。

　 長い面を基準に割付けて下さい。

　 を参照し墨打ちして下さい。

6. 瓦桟は曲がりのないように真直ぐ取り

   付けて下さい。（例）下図の場合、Aが一番長いので割付図

①

①

② ③

④ ⑤

⑥

捨水切

瓦桟

半端桟瓦

2. 瓦桟割付の際、軒先から棟までの一番

3. ①の面を割付図により均等に墨打ちをし、 7. 棟際（もしくは壁際）で、桁方向に桟瓦

　 をカットした場合は、そのままでは勾配

　 が揃わないので他の桟瓦と同じ勾配に

　 なるように瓦桟で高さを調整して下さい。

   して下さい。

１０

キズリ※

 （曲がっていると葺き足が揃いません）

ステンレスリング釘L=45
ピッチは垂木位置にて調整

　 残りの面は①を基準に同じ要領で墨打ち

水抜き桟木使用の際は不要※

1. 軒先の瓦桟位置（280mm 瓦の出60mm）を



4　軒先部

切　妻

入　隅

出　隅

軒先メタルを野地板端部まで

軒先メタルの継ぎ目を
シーリング処理して下さい。

施工して下さい。

軒先メタルの継ぎ目を
シーリング処理して下さい。

キズリ

50mm以上

軒先面戸

鼻桟（42×42）

軒先メタル

ｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ釘 L=32

１１

水抜き桟木使用の際はキズリは不要※

※

キズリ は野地先端まで施工して下さい。

キズリ※

※

改質アスファルトルーフィング

軒先メタルは野地と改質アスファルトルーフィングの間になるように

取り付けて下さい。

軒先メタルの折れ曲げ部分と、野地板の先端を合わせて

取り付けて下さい。

重ね代は50mm以上として下さい。



5　その他

■捨水切（ケラバ）

の侵入を防ぐため蓋をしておく。

＊

＊
＊

＊

■捨水切（壁際）

　瓦桟取付け後、吊り子にて固定します。

ケラバ捨水切

登淀（42×42）

ケラバ捨水切

野地板

登 淀

登 淀

ステンレススクリュー釘 L=32

板金の残材を加工してください。

吊り子 

１２

登淀の先端を被うように、
ケラバ捨水切の先を折り
曲げ加工する

軒先面戸を加工し雀、コウモリ等

流れ壁捨水切、軒先メタルは壁に水が流れ込まないように加工・シーリング処理して下さい。

　流れ壁捨水切の軒出寸法は10mmとします。

改質アスファルトルーフィング

　登淀を巻くように改質アスファルトルーフィングを貼る。

　ケラバ捨水切を取り付ける。



標準的な施工方法

1　桟瓦の施工

■軒先部

　軒先桟瓦の出は野地先端より60mmを基準とします。

　軒先桟瓦はセーフティステンレススクリュー釘

　水下に傾くように注意して取り付けて下さい。

 （上向き、真直ぐにすると雨水が軒先釘を伝わる

　恐れがあります）

瓦桟　15×30

■平部

防災瓦の接合部分

セーフティステンレススクリュー釘※２本打ち箇所を表します。

その他は全数釘打ち１本にて固定して下さい。

　平部、棟際、袖際全てセーフティ

　にて固定して下さい。平部桟瓦の

　固定は、右側の釘穴に釘打ちして

  下さい。

（左側の釘穴は２本打ち箇所用です）

平部固定用

軒先部等固定用

１３

　取り付けて下さい。耐風L釘の瓦を押える部分が

耐風L釘 L=65㎜

　　またはステンレスリング釘L=75㎜※

　L=75mm　にて２箇所と耐風L釘L=65mm１箇所で※

L=75 ※

  ステンレススクリュー釘L=75mm ※

改質アスファルトルーフィング
ｾｰﾌﾃｨｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ釘



2　軒先の施工

■軒先の納まり

　瓦の出は参考数値です。  軒先瓦の出寸法は地域特性・周辺設置部材等を考慮し、現場打合せの上、決定してください。＊

60

鼻桟（42×42）

軒先面戸

軒先メタル

瓦桟（15×30）

ｽﾃﾝﾚｽﾘﾝｸﾞ釘 L=45

キズリ

※

ｾｰﾌﾃｨｽﾃﾝﾚｽｽｸﾘｭｰ釘L=75 2※

1

※

※ 2

1

１４

耐風L釘L=65

　耐風L釘L=65mm１本にて３箇所固定して下さい。

※ 3

※ 3 水抜き桟木使用の際はキズリは不要

　軒先１段目の桟瓦は１枚につきセーフティステンレススクリュー釘L=75mm　 ２本と※ 2

28
0

28
0

　軒先メタルは野地と改質アスファルトルーフィングの間になるように必ず施工して下さい。

改質アスファルトルーフィング

　　またはステンレスリング釘L=75

　　働き長さは280㎜が基準ですが280㎜～295㎜の範囲で調整可能



ステンレスブロンズビス（パッキン付）

瓦桟

キズリ

ＥＰＤＭシーラー

ケラバ捨水切

登淀

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

ステンレスブロンズビス（パッキン付）65mm

ステンレスブロンズビス（パッキン付）

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

3　ケラバの施工

■兼用袖・角の納まり

登淀（42×42）

瓦桟（15×30）

ケラバ捨水切

ＥＰＤＭシーラー

捨水切は必ず施工して下さい。

桟瓦を葺き、ＥＰＤＭシーラーを取り付けます。

ＥＰＤＭシーラーは桟瓦の先端から瓦尻まで貼って下さい。

兼用角瓦を施工する場合、下地材等を取り付け、袖瓦と

レベルをあわせて下さい。

袖瓦（角瓦）は上面1箇所をステンレスブロンズビス（パッキン付）

と75mmにて3箇所固定として下さい。

75mmにて側面2箇所をステンレスブロンズビス（パッキン付）65mm

１５

水抜き桟木使用の際はキズリは不要

ステンレスブロンズビスは他色可

※

※

1

2

1※

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2



4　大棟の施工

■下地施工

　棟芯に910mmピッチで棟金具（H=80）をステンレスリング釘L=45mm　（片側２本ずつ両側４本以上）

  にて取り付けて下さい。

　棟金具に棟木を継ぎ手の出来ないように取り付けて下さい。

（継ぎ手が出来てしまう場合は必ず棟金具の上で継いで下さい。）

　棟金具の間隔で910mmで棟木がたわむ場合は棟金具の本数を増やして下さい。

棟芯をだし、棟金具を真直ぐ取り付けて下さい。

棟金具と棟木はステンレススクリュー釘L=32mm
にて片側１箇所以上で両側固定して下さい。

棟金具同士を向かい合わせにし、棟木取付け後
棟金具が動かないように取り付けて下さい。

棟金具はステンレスリング釘L=45mmにて
片側２箇所以上で両側固定して下さい。

妻側端部より登淀、捨水切分100mm～150mm程度控えて下さい。

棟木

100～150

910

ステンレスリング釘L=45

ステンレススクリュー釘L=32

0

0

0

0

8

9

7

6

棟金具取り付けの注意事項

必ず釘を刺しハンマー等で

棟金具は、抜け防止の為、

折り曲げて下さい。　　　

!

１６

　　注）棟金具は調整式(ジョイント式)棟金具（棟モード等）の場合



　棟際に半端瓦がはいる場合等、平部桟瓦と半端瓦のレベルがあうよう瓦桟等で高さを調整して下さい。

南蛮漆喰またはモルタル

棟木（42×42）

棟金具H=80

桟瓦

瓦桟（15×30）

キズリ

施工して下さい。

　にて１箇所固定して下さい。

ステンレスブロンズビス（パッキン付）65mm

ステンレスブロンズビス（パッキン付）65mm　２箇所固定

■７寸丸の取付

　桟瓦が棟芯まで葺き上がったら南蛮漆喰またはモルタルをいれます。この時７寸丸の幅より30mm程度

　控えて下さい。大棟の通りに注意して棟木に７寸丸をステンレスブロンズビス（パッキン付）65mm

　南蛮漆喰またはモルタルにて桟瓦と７寸丸をジョイントさせ棟全体を一体化させて下さい。

７寸丸

■７寸丸止の施工注意点

袖瓦にあたる場合は７寸丸とレベルが合うよう加工して下さい。

７寸丸止

袖瓦と７寸丸止は干渉しないよう10mm程度隙間をあけ

１７

※

またはステンレスリング釘L=75mm

※ 1

2

　半端瓦の桟山に穴をあけセーフティステンレススクリュー釘L=75mm　 にて２箇所固定して下さい。

1

※ 2 水抜き桟木使用の際は不要

※

ステンレスブロンズビスは他色可

※

※

ステンレスブロンズビスは他色可

3

※

3

※

改質アスファルトルーフィング



5　隅棟の施工

■下地施工

　棟芯に750mmピッチで棟金具（H=100）をステンレスリング釘L=45mm（片側２本ずつ両側４本以上）

  にて取り付けて下さい。

　棟金具に棟木を継ぎ手の出来ないように取り付けて下さい。

（継ぎ手が出来てしまう場合は必ず棟金具の上で継いで下さい。）

　寄棟の場合、大棟と隅棟の取り合いは現場で高さが合うようにレベル調整して下さい。

　棟金具の間隔で750mmで棟木がたわむ場合は棟金具の本数を増やして下さい。

■桟葺きの施工注意点

　棟芯を挟んだ桟瓦と桟瓦の隙間は出来るだけ少なくして下さい。

　加工した半端の桟瓦はレベルを調整し釘または銅線で取り付けて下さい。

にて片側１箇所以上で両側固定して下さい。

棟金具同士を向かい合わせにし、棟木取付け後
棟金具が動かないように取り付けて下さい。

棟金具はステンレスリング釘L=45mmにて
片側２箇所以上で両側固定して下さい。

棟金具と棟木はステンレススクリュー釘L=32mm

ステンレススクリュー釘L=32

ステンレスリング釘L=45

棟木

750

１８

　釘穴をあけられない様な小さな半端瓦は隣接する釘固定してある加工していない瓦と

  シーリング等で接着して下さい。

棟芯をだし、棟金具を真直ぐ取り付けて下さい。

隙間が多いと三つ又を固定するビスが

効かなくなるので極力詰めて下さい。

木材加工

　注）棟金具は調整式(ジョイント式)棟金具（棟モード等）の場合



南蛮漆喰またはモルタル

棟木（42×42）

棟金具H=100

桟瓦

瓦桟（15×30）

キズリ

　にて１箇所固定して下さい。

ステンレスブロンズビス（パッキン付）65mm

■７寸丸の取付

７寸丸

　桟瓦が棟芯まで葺き上がったら南蛮漆喰またはモルタルをいれます。この時７寸丸の幅より30mm程度

　控えて下さい。大棟の通りに注意して棟木に７寸丸をステンレスブロンズビス（パッキン付）65mm

１９

　７寸丸菱巴はステンレスブロンズビス（パッキン付）65mmにて２箇所固定して下さい。

　７寸丸三つ又はステンレスブロンズビス（パッキン付）65mmにて３箇所固定して下さい。

水抜き桟木使用の際は不要
ステンレスブロンズビスは他色可

ステンレスブロンズビス（パッキン付）65mmステンレスブロンズビス（パッキン付）65mm

　７寸丸菱巴 　７寸丸三つ又　７寸丸カッポン

　（７寸丸隅棟止）

※

※

1

2

1※

※2

　７寸丸カッポン（隅棟止）はステンレスブロンズビス（パッキン付）65mmにて２箇所固定して下さい。

改質アスファルトルーフィング



6　本谷の施工

■本谷の納まり

　谷部はあらかじめ幅１ｍでルーフィングを捨て貼りして下さい。

　谷樋メタルはジョイント部分で100mm以上重ね２箇所以上シーリング処理して下さい。

　谷樋メタルにＥＰＤＭシーラーを施工して下さい。

　谷部の桟瓦は谷樋の立ち上がりより75mmの位置でカットして下さい。

　釘穴をあけられない様な小さな半端瓦は隣接する釘固定してある加工していない瓦と

　シーリング等で接着して下さい。

　雀等が入らないように谷樋上部にＥＰＤＭシーラーを貼り隙間を塞いで下さい。

150mm

75mm

谷樋メタル

ＥＰＤＭシーラー

ステンレススクリュー釘L=32

捨瓦桟

重ね代100mm以上
コーキング２箇所

ＥＰＤＭシーラー

切り口の通りを揃えて下さい

谷樋メタル

２０

水抜き桟木使用の際は不要※

桟瓦

瓦桟（15×30）

キズリ※

改質アスファルトルーフィング



7　壁際の施工

■平行壁の納まり

桟瓦

瓦桟（15×30）

キズリ

　壁際に半端瓦がはいる場合等、平部桟瓦と半端瓦のレベルが合うよう瓦桟等で高さ調整して下さい。

■流れ壁の納まり

雨押板金

笠木

笠木受

流れ壁捨水切

桟瓦

瓦桟（15×30）

キズリ

ＥＰＤＭシーラー ル
ー

フ
ィ

ン
グ

の
立

ち
上

げ
3
00

mm
以

上

流れ壁捨水切

ＥＰＤＭシーラー

笠木受

笠木

雨押板金

　流れ壁捨水切は必ず施工して下さい。

　流れ壁際部が桟山の頂点付近になるように施工して下さい。

　EPDMシーラーは桟瓦の先端から瓦尻まで貼って下さい。

　流れ壁捨水切りは延長部材を使用し軒先まで延ばして施工して下さい。

ル
ー

フ
ィ

ン
グ
の

立
ち
上

げ
3
0
0
m
m
以

上

南蛮漆喰またはモルタル

２１

※ 2

※ 2

またはステンレスリング釘L=75mm※ 1

※ 2水抜き桟木使用の際は不要

　半端瓦の桟山に穴をあけセーフティステンレススクリュー釘L=75mm 　にて２箇所固定して下さい。※ 1

笠木受

雨押板金

笠木

笠木 雨押板金

笠木受南蛮漆喰またはモルタル

改質アスファルトルーフィング

　改質アスファルトルーフィングの立ち上がりは300mm以上として下さい。

　改質アスファルトルーフィングの立ち上がりは300mm以上として下さい。

改質アスファルトルーフィング



8　片流れの施工

■片流れの納まり

　棟際に半端瓦がはいる場合等、平部桟瓦と半端瓦のレベルがあうよう瓦桟等で高さを調整して下さい。

　本図は参考納まりとなります。実際の現場の状態を考慮して施工して下さい。

ステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

　片流れ７寸丸および片流れ７寸丸止は棟の通りに注意してステンレスブロンズビス（パッキン付）75mm

　にて２箇所固定して下さい。

７寸垂れ付丸

２２

瓦桟（15×30）

キズリ

桟瓦

※

またはステンレスリング釘L=75mm※ 1

※ 2水抜き桟木使用の際は不要

　半端瓦の桟山に穴をあけセーフティステンレススクリュー釘L=75mm 　にて２箇所固定して下さい。

2

※ 1

※ 3ステンレスブロンズビスは他色可

※ 3

　改質アスファルトルーフィングは片流れ頂部を巻き込むように施工して下さい。

改質アスファルトルーフィング

改質アスファルトルーフィング



　またはステンレスリング釘L＝75mm

9　雪止めの施工

■雪止瓦の取付

■雪止金具の取付

　雪止金具を設置する桟瓦を葺いた後、桟瓦と同時にセーフティステンレススクリュー釘L=75mm※

　で１箇所固定して下さい。（雪止金具を設置する桟瓦は上記１箇所を含め２箇所固定して下さい）

　雪止が取り付けられる瓦桟は、釘ピッチを150mmとし補強して下さい。

  雪止1段目は、桁より軒側に施工しないで下さい。

  雪止は雪を完全に止めるものではなく一挙に落下することを防ぐものです。

　取り付け段数に関しては、必ず近隣の状況等を参考にして判断して下さい。

２３

※

セーフティステンレススクリュー釘L=75 ※

セーフティステンレススクリュー釘L=75 ※





マ ル ス ギ 株 式 会 社

〒９８１－０５０１　宮城県東松島市赤井字寺４８仙北営業所

福島営業所

北関東営業所

北陸営業所

〒３２３－０８０５　栃木県小山市向野９８１－７

〒９３９－１５０２　富山県南砺市野尻１５５５

ＴＥＬ　０５６６－４２－６６６７　／　ＦＡＸ　０５６６－４２－６６６９

ＴＥＬ　０２４６－６５－７８７７　／　ＦＡＸ　０２４６－６５－７５４２

ＴＥＬ　０２８５－４９－１５５５　／　ＦＡＸ　０２８５－４９－１５５８

ＴＥＬ　０７６３－２２－７６２４　／　ＦＡＸ　０７６３－２２－７６２５

〒４４７－００５５　愛知県碧南市浜尾町１丁目６２番地

ＴＥＬ　０２２５－８３－２１５９　／　ＦＡＸ　０２２５－８２－１７９５

〒９７９－０１４１　福島県いわき市勿来町窪田道作５９－２

ＴＥＬ　０９０－５３９２－３４８２　／　ＦＡＸ　０９２－４１０－２７１５九州事務センター

Ｅ－ｍａiｌ　　ｉｎｆｏ＠ｍａｒｕｓｕｇｉ．ｃｏ．ｊｐ

ＴＥＬ　０５６６－５２－０２１１　／　ＦＡＸ　０５６６－５４－５４０４

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｍａｒｕｓｕｇｉ．ｃｏ．ｊｐ

本社　／　〒４４４－１３１４　愛知県高浜市論地町４丁目２番地３０

碧南工場


